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第
五
次
総
合
五
か
年
計
画
策
定
に

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

地区市民会議を

10月に開催

市
で
は
現
在
、
理
想
の
都
市

像
を
目
指
し
、
計
画
的
に
行
政

を
行
う
た
め
、
第
四
次
目
の
五

か
年
計
画
(

平
成
元

年
度
~
5

年
度
)
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
五
か
年
計
画
も
本
年
度

が
最
終
年
次
に
あ
た
り
、「
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
」
の
開
園

や
「
市
立
博
物
館
」
の
開
館
。

「
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
」
の
開

設
、
今
年
1
1
月
3
日
に
は
文
化

会
館
「
森
の
ホ
ー
ル
2
1」
が
オ

ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
所
期
の

目

標
を
ほ

ぼ
達
成
す
る
見
込
み

と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
二
十
一
世

紀
を
目

指
し
た
理
想
的
な
ま
ち

づ
く

り

を

計
画
的

に

行
う
た

め
、
現
在
第
五
次
総
合
五
か
年

計
画
(
平
成
6

年
度
~
1
0年
度
)

を
策
定
中
で

す
。

こ
の
計
画
に
、
市
民
の
皆
さ

ん

の

ご
意

見
を

反

映
す

る
た

め
、
地
区
市
民
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

日
程
=
下
表
の
と
お
り

定
員
…
各
会
場
五
十
人
～
六

十
人
(

市
政
協
力
委
員
の
参
加

を
含
む
。
応
募
者
多
数
の

場
合

は
抽
選
)

参
加
資
格
・
:平
成
5

年
8
月

1
日
現
在
満
二
十
歳
以
上
で
、

会
議
開
催
時
に
引
き
続
き
市
内

に
居
住
す
る
人

圃
9

月
1
6日
困
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
①
「
地

区
市
民
会
議
参
加
希
望
」
と
し

て

②
住
所
③
氏
名

④
年
齢
⑤
性

別

⑥
職
業
⑦
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
-

五
松
戸
市

役
所
企
画
課
へ

問
企
画
課

地区市民会議日程( 予定)

午

後
2

時
~
4

時

地 区 名 日 時 会場

明 第1 lo偏

午

後

2

時

S

4

時

市 役 所
明 第2 (|

常 盤 平

J 常盤平市民センター

常盤平団地

本 庁 12(火)
市 役 所

馬 橋 頡 馬橋東市民センター

小 金 14(木)
小金市民センター

新 松 戸 MI 新松戸市民センター

東 部 頡 東部スポーツパーク

五 香 六 実 賠 六実市民センター

小 金 原 22
愬

小金原市民センター

矢 切 茴 二十世紀が丘市民センター

住みよい街づくりのために

9 月9 日は救急の日

救急ポスター展& 救急フェアを開催します

救
急
医

療
と
救
急
業
務
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
9
月
9

日
を
救
急
の

日
、
9

月
5
日

Å
1
1
1
1

一
日
を
救
急

医
療
週
間
と
し
、
各
種
の
催
し

を
行
い
ま
す
。

救

急

ポ

ス

タ

ー

展

日
時
・
:
9
月
9
白

雨
~
1
3日

㈲
、
午
前
1
0時
~
午
後
6

時

会
乖
・
:伊
勢
丹
松
戸
店
十
一

階
イ
レ

ブ
ン

ス

ポ

ッ
ト

内

容

…
市

内

の

中

学

生
か

ら

募

集
し

た
救

急
に

関

す

る
ポ

ス

タ

ー
ハ

十
七

点

を

屡

不
し

ま

す

。

う
ち

入

選

者
は

次
の

と

お
り

で

す

。

厰
優
秀
賞
=
池
田
裕
紀
子
(
六

実

中

二

年
)

優

秀

賞
=

平

間

直
子

・
竹

内

春
香
(
第
二
中
二
年
)
、
福
地
麻
美
・

牛

山

美

穂
(
新
松

戸

北

中
二

年
)

〔
敬

称

略

〕

救

急

フ

ェ

ア

日

時
…
9

月
1
2日
㈲
午
後
1

時
～
3
時

会
場
・
:伊
勢
丹
松
戸
店
前
プ

ラ

ザ内
容
:
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

高
規
格
救

急
車
の

展
示
、
救
急

教
室
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体

験
な
ど

閲
消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3
-

1
1
1
1

内
線
2
1
9
番

救急ポスター展・最優秀賞

池田 裕紀子さん( 六実中)

標語は自分でも気に入っていま

したが、最優秀賞なんて信じられ

ません。

街に張られるポスターガ、少し

でも救急活動に役立てばうれしい

です。

外国人向け

防災パンフレット

ができました

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
内
で
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
は
五
千
百
二
十
五

人
(

平
成
5

年
6
月
現
在
)

で
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

消
防
局
で

は
、
外

国
人
の
方
に
防
火
・
防
災
に

つ
い
て

よ
く
知
っ
て

い
た
だ

き
、
火
災
等
の
災
害
発
生
時

に

適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
防
災
ガ
イ

ド
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

通
報
の
要
領
、
火
災
発
生

時
の
対
応
、消
火
器
の
使
い
方
、

心
肺
蘇
(
そ
)
生
法
や
地
震
発

生
時
の
対
応
な
ど
を
、
英
語
・

中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
・
ペ
ル
シ
ャ

語
な
ど
七
カ
国
語
で
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
A
四
判
・
ハ

ペ

ー
ジ
で
、
市
民
課
の
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

黯

消
防
局
救
急
防
災
課
登
6
3

-
1
1
1
1

内
線
2
1
9
番

わ

た

し

の

夢

江 森 な な さん( 和名ヶ谷小学校3 年)

わたしのゆめは、本やさんになることです。

わたしは、絵がすきなので、本をつくる人

になりたいです。

本やさんになって、本を作って多くの人に、

本のよさをしってもらいたいと思います。
本をつくって( 左)、並べて( 中央)、レジで売っている( 右)

ななさん



市
営
白
井
聖
地
公
園

墓
地
使
用
者
を
公
募
し
ま
す

七
回
目
の
募
集
に
な
る
今
回

は
、
普
通
墓
地
百
五
十
八
区
画

、

芝

生
墓
地
九
十
八
区
画
の
計
二

百
五
十
六
区
画
を
公
募
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
焼
骨
保
有
者
を

対
象
と
す
る
も
の
は
二
百
三
十

六
区
画

、
保
有
し
て
い
な
い
人

を
対
象
と
す
る
も
の

が
二
十
区

画
で

す
。

申

し

込

み

で

き

る

人

松
戸
市
ま
た
は
白
井
町
に
一

年
以
上

居
住
(

平
成
4
年
9

月

2
5日
ま
で
に
住
民
登
録
)
し
て

い
る
人
。
す
で

に
白
井
聖
地
公

園
を
利
用
し
て
い

る
人
は
除
き

ま
す
。

※
一
世
帯
一
区
画
に
限
り
ま
す

(
複
数
を

申
し
込
ん
だ
場
合

は

無
効
)
。

申

し

込

み

要

領

受
付
期
間
・・・
9
月
2
6日
㈲
～

2
8日

㈹
午
前
9

時
～

午
後
4

時

汰
申
し
込
み

案
内

書
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

会

場
・
:
市

役

所
本

館

二

階

大

会

議
室

・

白
井

聖

地

公

園

管
理

事
務

所
持
参

す

る

物
・
:
申

請

書

・

所

定
の
ハ
ガ
キ
(
切
手
を
張
っ
た

も
の
)
・
印

鑑
・
申
請

者

の

住
民

票

全

部

の

写
し
(

本

籍
・
住

所
・

氏

名
・
世

帯
主
・
続

柄

が

記

載
さ

れ
て

い
て

、
平

成
5

年
9

月
1

日

以

降

に

交
付

さ

れ

た

も
の
)

抽

選日

時

…
1
0
月
1
2
日

㈹

午

前
一
…一

時
か

ら
(

普

通
墓

地
)
、
午

後
1

時
1
5
分

か

ら
(

芝

生

墓

地
)

会

場

…

市

役
所

本

館

二

階
大

会
議
室

斑
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

戻

収
容
人
員
(
八
十
人
)
に
な

り
し
だ
い

、
会
場
を
締
め
切

り
ま
す
。

※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
す
。

使

用

料

・

管

理

料

金
額
:
十

表
の
と
お
り

納
入
期
限
:
1
1月
5

日
廊

汰
当
選
者
に
納
入
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

。

※
支
払
い

方
法
は
、
一
括
払
い

で

す
。
期
限
内
に
支
払
い
が
な

な
い

場
合
に
は
、
墓
地
使
用

の

権
利
を
失
い
ま
す
。

使

用

許

可

証

の

交

付

日
時
:
1
1
月
2
4日
困
午
前
1
0

時
~
午
後
4

時

会
場
・
:市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室

持
参
す
る
物
・
:使
用
料
と
管

理
料
の
領
収
書
・
当
選
通
知
ハ

ガ
キ
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も

の
(

保
険
証
な
ど
)
・
印
鑑

寮
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
の
人

に
は
交
付
し
ま
せ
ん

。

醴
白
井
聖
地
公
園
課

今回募集区画数と使用料・管理料

種 別 向き 区分 区画数 使用料 管 理 料

普通墓地

(5 ㎡)

東向
焼骨 75

468,000円

年額各3.600円

※5 年度分一括前納額

16,068円

(消費税含む)

一般 5

西向
焼骨 73

418,000円
一般 5

芝生 墓地

(4 ㎡)

使用料には力口
ー卜代金を含む

東向
焼骨 44

368,000円
一般 5

西向
焼骨 44

328,〔}00円
一般 5

松戸からの交通機関

印旛郡白井町にある閑静な墓圓です

10月

2 日出

3日(≡)

にぎやかに 松戸まつリ

出店者・出場者を募集
イ

ン
ポ

ー
ト

バ

ザ
ー
ル

(
輸
入

品
フ
ェ

ア
)
出
店

者

募

集松
戸
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
行
事

と
し
て

行
い
ま
す
。
世
界
各
国

か

ら
の

輸

入
品
の

販

売
を

通

じ
、
各
国
の
風
俗
・
文
化
・
生

活
な
ど
に

触
れ
る
こ

と
で
、
国

際
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

資
格
即
売
が
で

き
る
貿
易
業

者
、
小
売
や
卸
売
な
ど
の
流
通

業
者
で

、
主
催
者
が
適
当
と
認

め
た

者

出

品
物

即

売

が
で

き
る
輸
入
消
費
材
・
食
品

費

用
テ
ン
ト
ー
張
り
(
3
.
6
X
2
.
7
㍍
)

五
千
円
(

二
張
り
ま
で
)

出

店
形
式
現
地
出
品
の
み
と
し
、

出
品
物
の
搬
入
・
展
示

な
ど
、
出

店
者
の
行
為
に

属
す
る
費
用
は

出
店
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

イ

ベ
ン
ト

広
場

出
場

者
募

集
「
イ
ベ
ン
ト

広
場
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
創
作
活
動
を
発

表
す

る
場
で

す

。
日

ご
ろ

の

練
習
の

成
果

を
披

露
し
て

み

ま
せ

ん

か

。

資

格
市

内
で

活

動

し
て

い

る

学

校

・
サ

ー

ク
ル

・
団

体
で

、

主

催

者
が

適
当

と

認

め

た

者

費
用

出

演

経

費
は

、

原

則
と

し

て

出

場

者

の

負

担

出

演

時
間

一

団

体

三

十

分
程

度

特

設

舞

台

出

演

者

募

集

特

設

舞

台
に

出

演

希

望
の

人

も
、
同

時

に

募

集
し

て

い

ま

す
。

募

集

期
間
・
:
イ
ン
ポ

ー
ト
バ
ザ

ー
ル

、
イ

ベ
ン

ト

広

場
、
特
設

舞

台

と

も
9

月
6

日

囲

～
1
0
日

金

醴
松
戸
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事

務
局
(

松
戸

商
工
会
議
所
内
)

登
6
4
-
(
j
1
1
1番

素

人

の

ど

自

慢

大

会

地

区

予

選

会

出

場

者

募

集

資
格
…
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
(
複
数
の
地
区
で
の
参

加
は
で

き
ま
せ
ん
)

※
地
区
予
選
会
勝
ち
抜
き
者
は
、

松
戸
ま
つ
り
決
勝
大
会
〔
1
0

月
3

日

㈲
〕
に
出
場
で

き
ま

す
。

待ち遠しい松戸まつり

素人のど自慢大会地区予選会
＼ 地区 日時 会 場 問い合わせ

歌

謡

の

部

本 庁
9/261日)

午後1 時~
松戸商工会館

≪64-6657番

岩田

矢 切

東 部

9/25 出

午後1 時~
矢切神社会館

1*63-4455番

木曽林

稔 台
八 柱

9/19(l日)

正午~

イトーヨーカ堂八柱店

駐車場内特設会場

1187-4993番

板橋

常盤平
高 木

9/26( 日)

午後1 時~
常盤平市民センター

≪87-4905番

山崎

小 金

小金原

9/19( 日)

午前10時~
万満寺境内特設会場

S42-8402 番
平岡

馬 橋
9/ 恨日)

午後2 時~

O41-260C〕番
岡沢

栄町
9/23 吩

午後1 時~
古ケ崎市民センター

≫63-6326番

光岡

民
謡
の
部

全 市
9/25 山

午前10時~
矢切神社会館

n63-4455 番

木曽林

今
日
千
葉
テ
レ
ビ
で
放
送

広
報

ビ
デ
オ

お
は
よ
う
崚
太
く
ん

だ

れ

も

が
良

い
こ

と
と

思

い

な

が

ら

、
な

か

な

か
で

き

な

い

の

が

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

。
し

か

し

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

は

難
し

い

こ

と

で

も

特
別

な

こ

と
で

も

あ
り

ま

せ

ん

。
松

戸

で

生

き

生

き

と

活

躍

す

る

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

の

姿

を

・
描

い

た

広
報

ビ

デ

オ
「
。
お

は

よ

う

崚

太
く

ん
"

広

が

る

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

の

輪

」

を

、
千

葉
テ
レ

ビ
(
U
H
F
4
6

チ

ャ
ン

ネ
ル
)

で

放

送
し

ま

す

。

放

送
日

時
・
:
9
月
5

日

㈲
正

午

か
ら

十

五

分

間

【
9

月
1
2
日

㈲
正

午
か

ら

再

放

送
】

市
で
は

、
こ

の
作
品
以
外
に

も
広
報
ビ
デ
オ
を
無
料
で
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
。

貸
出
場

所
・
:図
書
館
本
館
・

社
会
教
育

課
・
広
報
課

閲
広
報
課

広報ビデオ一覧

作 品 名 時間 制作年度

゛おはよう崚太くん″広が

るボランティアの輪

※9 月8 日團から貸し出し

分

15

平成

5年度

まつど四季めぐり 15 4年度

松戸歴史散歩

- まつさとを歩く-
20

3年度ふれあい広げた一

一日・中・韓・中学生バ

レーボール親善大会-
15

若獅子が舞う

一受け継がれる伝統一
15 2年度

はつらつ健康都市まつど 15
元年度

出動! すぐやる課 20

ビバ! お父さん 28
昭和

61年度

撮
影
中
の
一
コ
マ

9
月
1
0日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
で
す

美
し
い
自
然
を
守
り
、
住
み

よ
い
街
に
す
る
た
め
に
は
、
下

水
道
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

平
成
5

年
7

月
末
現
在
の
下

水
道
普
及
率
は
四
九
%

、
う
ち

水
洗
化
率
は
八
七
%
で
す
。

供

用
(
処

理
)
区

域

で

は

早

く

下

水

道

に

接

続

を

下
水
道
の
建
設
に
は
膨
大
な

費
用
と
長
い

年
月
が
必
要
で

す
。

し
か
し
、
せ

っ
か
く
下
水
道
を

建
設
し
て

も
、
各
家
庭
が
下

水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ

ん
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区

域
で
は
、
三
年
以

内
に
く
み

取
り
式
ト
イ
レ

を
水

洗
ト
イ
レ
に

改
造
、
ま
た
、
し

尿
浄
化
槽
は
廃
止
し
て

家
庭
雑

排
水
と
と
も
に

、
下
水
道
に
流

す
よ
う
に

改
造
す
る
こ

と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
条
例
に
よ
り
工

事
の

施
工
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で

、
改
造
工
事
を
行
う
場

合
は
、
下

水
道
指
定
工

事
店
ま

た
は
下

水
道
施
設
課
普
及

係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

改

造

資

金

の

融

資

を

あ

っ

せ

ん
し

て

い

ま

す

下

水
道
法
で

義
務
付
け
ら
れ

た
排
水
工

事
や
水
洗
ト
イ
レ
へ

の

改
造
工

事
費
用
は
各
家
庭
の

負
担
と

な
り

ま

す
が
、

市
で

は
改
造
資
金
の

融
資
を
金
融
機

関
に
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
(
浄

化

槽
の
場
合
二
十
五
万
円
以
内

、

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合
四

十
万
円
以

内
)
。

市
の
あ
っ
せ
ん
に
基
づ
く
借

入
利
子
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め

、
利
子
に

対
す
る
補
助
(

年

五
・
一
%
)

を
行
っ
て
い

ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

私

道

下

水

道

敷

設

費

用

を

補

助

し

ま

す

下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、

下
水
道
処
理
区
域
内
の
私

道
部

分
の
工

事
に
つ
い
て

は
、
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
、
そ
の
費

用
の
全
額
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

①
幅
員
が
一
肩
以
上
で

隣
接
す

る
家
屋
が
二
戸
以
上
あ
る
私
道

で
あ
る
こ
と

②
排
水
設
備
(

私
道
下
水
道
)

工
事
と
同
時
に
二
戸
以
上
の
家

屋
が
水
洗
に
改
造
す
る
こ
と

③
受
益
者
負
担
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

④
下

水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

に
な
っ
て
か
ら
三
年
以
内
で

あ

る
こ
と

※
9
月
8

日
圉
か
ら
1
0日
窗
ま

で

、
市

役
所
一
階
本
館
新
館

連
絡
通
路
で

、
下
水
道
に

関

す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、
相
談

コ

ー
ナ

ー
を
設
け
ま
す
。

固
下

水
道
部
施
設
課
普
及
係

戦

没

者

の

妻

の

皆

さ

ん

へ

法
改
正
に
よ
り
特
別
給
付
金

が
継
続
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で

、
次
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い

。

対
象

平
成
5
年
4

月
1
日
に

公
務
扶
助
料
、
ま
た
は
遺
族
年
金

等
を
受
け
て
い
て

、
第
十
回
特

別
給
付
金
国
債
い
号
を
受
給
し

て

い

た
人

、
ま

た
は

受
給

資

格
の
あ
っ
た
人

期
間
9

月
1
6

日
困
~
2
4日

窗

会
場
市
役
所

本
館
二
階
大
会
議
室
(
期
間
以
降

は
援
護
課
へ
)
給
付
内
容
額
面

百
八
十
万
円
(

十
年
償
還
の
国

債
)

持
参
す
る
物
印
鑑
、
恩

給
ま
た
は
遺
族
年
金
等
の
証
書
　

世
帯
全
員
の
住
民
票
、
前
回
受

給
の
裁
定
通
知
書
、
国
債

醋
援
簇
簇
社
会
係



松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
テ
ク
ノ
2
1
)

各
種
講
座
の
ご
案
内

今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

(
テ

ク
ノ
2
1
)で

は
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
お
気
軽
に
参
加
い
た

だ
け
る
各
種
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
秋
の
講
座
は
下
表

の
と
お
り
で

す
。

※
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い

、

ワ

ー
プ
ロ

、
パ
ソ
コ
ン

講
座

は

、
現
在
準
備
中
で

す
。
詳

細
は
決
ま
り
し
だ
い

、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

鬩
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ

ー
(
テ
ク
ノ
2
1
)
音
4
9
-
3
2

0
0
番

人 気の日曜大工講座

資格・検定受験講座
講座名 内 容 日 時 定員 費用

日商簿記3 級
受験講座

初心者を対象に3 級試験に合
格できる力を身に付けます

10/5~12/14 の
毎週火・金曜日

①午前9 時30分~11時30分
②午後6 時30分~8 時30分

各15人
20,00(〕円

(10,000円)

宅地建物取引
主任者資格取
得講座

宅建業法、土地建物の権利と

変動、法令上の制限等を勉強
し 、資格取得を目指します

10/13~6/22 の毎週水曜日

午後6 時30分~9 時
10/16~6/25 の毎週土曜日

午後2 時~4 時30分

各25人

50,000円

(40,000円)
※テキスト 代
を含む

趣味・教養講座

日常英会話
初級(1)

日常生活において初歩的な英
会話ができるよう学習します

10/1~12/17 の
毎週金曜日

午前10時~11時30分
各20人

20,000円
(15,000円)
※テキスト 代
含む日常英会話

初級(2)

(1)よりレベルアップした内容

を学習します

10/4~12/20 の
毎週月曜日
午後1 時30分~3 時

鎌倉彫入門講
座

手鏡・お盆など日常生酒で使
える物を作り ます

10/13~2/23 の
毎月第2 ・4 水曜日

午後1 時30分~3 時30分

10人
10,000円

他に教材費・
道具代実費

日本画初心者
入門講座

基礎的な写生力を身に付け作

品にする実技指導をします

11/2~3/15 の
毎月第1 ・3 火曜日

午前10時~11時30分

15人
12,0(X)円

他に教材費実

費

彫金入門講座
18金と銀を素材に初歩的なリ
ンブを作ります

10/4~12/20 の
毎月第1 ・3 月曜日
午後1 時30分~5 時

20人
13,000円

他に教材費・
道具代実費

日曜大工講座
松戸建築組合員の指導で、道
具の使い方から組み立て加工
まで実技指導をします

10/10~4/17 の
毎月第2 ・3 日曜日
午前9 時~正午

40人

月2,500円

他に教材費・
道具代実費

男の料理教室
40歳~65歳の男性を対象にし
ます。仕事以外の仲間作りも
目指しています

11/13~3/12 の
毎月第2 土曜日

午後3 時~5 時

20人
15,000円

教材費等を
含む

※費用の() 内は松戸共同職業訓練協会の会員が受講する場合の金額です。

ご利用ください

林間学園
軽井沢荘
白樺高原荘

市
の
林
間
学
園
施
設
(
軽
井

沢
荘
・
白
樺
高
原
荘
)
を
開
放

し
ま
す
。

社
会
教
育
活
動
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

軽井沢荘 白樺高原荘

利用期間 9/25 出~6 年5 月初旬 9/25 出~6 年3/31 困

交 通

信越本線軽井沢駅からバ

スで軽井沢高校前下車、

徒歩約20分

中央本線茅野駅からバス

で美し松入口下車、徒歩

約30分

宿 泊 料
大人(高校生以上)=200円

子ども(小・中学生)=100円

大人(高校生以上)=80C〕円

子ども(小・中学生)=400円

暖 房 料 10月~翌年4月まで1人50円 10月~翌年4 月まで1 人20(〕円

食 事 外食のみ 出前可

※料金には 消費税相当額が 加算さ れます。

惠利用日の1 ヵ 月前から1 週間 前までに、直接 教育

委員会 学務課の窓口 へ

昌学務 課S66-7457 番
緑に囲まれた白樺高原荘

市長の窓

景
気
は
底
を
打
っ
た
、
ゆ

る
や
か
に
回
復
す
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
数
力
月
経
ち
ま

し
た
が
、
一
向
に
そ
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
度
も
今
年
度
も
、
国

は
補
正
予
算
を
編
成
し
て
景

気
回
復
を
目
指
し
ま
し
た
が

い
ま
だ
そ
の
効
果
は
表
わ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

最
近
の
円
高
が
、
景
気
回

復
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
デ
パ
ー
ト
の

中
元
商
戦
を
見
て
も
、
売
り

上
げ
は
、
前
年
度
に
比
べ
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

給
与
ベ
ー
ス
の
改
定
率
は

低
く
、
超
過
勤
務
を
抑
制
さ

れ
て
、
勤
労
者
の
所
得
は
上

が
ら

ず
、
土
地
の
価
格
は
ま

だ
下

降
気
味
で

そ
の
売
買
も

停
滞
気
味
、
景
気
回
復
の
兆

し
は
ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
景
気
の
動
向

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や

企
業
活
動
に
影
響
が
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
市
政
執
行
に

も
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
は
、
平
成
5

年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
た

税

収
入
を
確
保
で
き
な
い

ば
か

り
か
、
十
五
億
円
程
度
の

減

収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ

ま
で
、
松
戸
市
は
対
前
年
度

比
で
、
三
十
億
や
四
十
億
円

の
税
収
の
伸
び
が
あ
り
ま
し

た

が
、
そ
れ
が
逆
に
落
ち
込

む
結
果
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
財
政
運
営
は
大
変
で
す
。

最
近
の
経
済
動
向
を
勘
案

し

、
私
は
今
年
度
の
市
税
収

入
等
は

、
前
年
度
に
比
し
増

額
を
見
込
ん
で
い

ま
せ
ん
で

し

た
。
そ
の
上
、
さ
ら
に
減

収
と
な
る
わ
け
で

す
か
ら
、

予
想
以
上
の
結
果
に

、
戸
惑

い

を
覚
え
て
い

ま
す
。

例
年
、
9
月
定
例
議
会
で

は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

等
を
財
源
と
し
て
、
か
な
り

の
補
正
予
算
を
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
わ
け
で
今

年
度
は
、
極
力
抑
制
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
す
。

む
し
ろ
今
後
は
、
既
定
予

算
に
計
上
し
た
事
務
事
業
を

見
直
し
、
経
常
的
経
費
等
の

さ
ら
な
る
節
減
・
抑
制
を
図

り
つ
つ
、
年
度
末
の
最
終
補

正
予
算
に
向
か
っ
て
、
収
支

の
均
衡
を
図
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
来
年
度
も

今
年
度
と
同
様
の
財
政
状
況

と
な
る
こ
と
は
必
至
だ
か
ら

で
す
。
財
政
の
赤
字
は
、
早

目
に
手
を
打
っ
て
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
い

っ
た
ん
赤

字
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
そ

の
泥
沼
か
ら
抜
け
出
す
た
め

に
は

、
一
層
困
難
な
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
る
か
ら
で

す
。

借
入
金
を
し

た
ら
と
の
意

見
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ

の
許
可
に
は
い
ろ
い
ろ
制
約

が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
返

済
は
今
後
の
税
収
入
に
よ
っ

て
賄
う
わ
け
で
す
か
ら
、
税

収
入
が
不
透
明
な
現
在
、
安

易
に
借
入
金
に
頼
る
わ
け
に

は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
目
下
、
来
年
度
か

ら
始
ま
る
総
合
五
か

年
計
画

の
策
定
作
業
中
で

す
。
こ

の

よ
う
な
財
政
状
況
で

す
か
ら
、

新
規
事
業
な
ど
は
着
工
を
一
、

二
年
遅
ら
せ
た
り
、
ま
た

。

二
か
年
計
画
の
と
こ
ろ
を
三

か
年
計
画
と
す
る
よ
う
な
対

応
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
現
在
施
行
中
の

大
型
事
業
な
ど
は

、
途
中
で

止
め
た
り
、
完
成
を
遅
ら
せ

る
わ
け
に
も
ま
い
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望

の

多
い
、
保
健
・
医
療
や
福

祉
政
策
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の

充
実
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
の

中
で
、
総
合
五
か

年
計
画
を

策
定
す
る
に

は
、
景
気
が
回

復
し
て
税
収
入
等
の
自
然
増

に

期
待
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん

。
な
ん
と
し
て
も
、
景
気

が
回
復
し
て

欲
し
い
と
、
切

に
願
っ
て
い

る
次
第
で
す
。

景
気
回
復
を
願
う

宮
間
満
寿
雄

開館間近な森のホール21

鹿

児

島

豪

雨

災

害

・

北

海

道

南

西

沖

地

震

の

義

援

金

を

受

け

付

け

中

援
護
課
の
日
本
赤
十
字
社
・

共
同
募
金
会
担
当
窓
口
で

は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
限
鹿
児
島
豪
雨
災
害

=
9
月
8
日
圉
ま
で

、
北
海
道

南
西
沖
地
震
=
9

月
1
3日
㈲
ま

で固
援
簇
簇
社
会
係

や

め

よ

う
/

電

柱

な

ど

へ

の
張

り

紙

・

張

り

札

・

立

て

看

板

市
で
は
街
を
き
れ
い
に
保
つ

た
め
に

、
違
反
し
て
い
る
張
り

紙
な
ど
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま

す
。
き
れ
い
な
松
戸
に
す
る
た

め
、
お
互
い
に
ル

ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

※
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場

合
は

、
届
け
出
を
し

、
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

醋
建
築
指
導
課
庶
務
係

東

部

市

民

セ

ン

タ

ー

が

休

館

し

ま

す

期
日
1
2月
1
8日
出
・
1
9日
㈲
・

2
5日
出
・
2
6日
収
(

受
変
電
設

備
の
改
修
工
事
の
た
め
)

固
地
域
振
興
課
施
設
係

点

訳

サ

ー

ビ

ス

を

し

ま

す

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

、

読
み
た
い
本
な
ど
を
無
料
で

点

訳
サ

ー
ビ
ス
し

ま
す
。

黯
松
戸
市
点
訳
奉
仕
会
・
高
橋

容
4
8
-
8
8
6
4
番

井

戸

水

を

簡

易

検

査

し

ま

す
市
で
は
、
市
内
全
域
の

家
庭

用
井
戸
水
の
有
機
塩
素
系
化

学

物
質
の
簡
易
検
査
を
行
い

ま
す
。

対
象
現
在
使
用
中
の
家
庭
用

井
戸
(

以
前
に
公
害
課
で

検
査

し

た
も
の
は
除
く
)

測
定
項

目
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

ー
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

費
用

無
料

惠
9
月
1
7日
窗
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名
・
電
話
番
号
・
井
戸
の

設

置

年
月
日
・
使
用
人
数
・
井
戸

の
深
さ
・
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
の

位

置
・
上
水
道
の

有
無
・
水
の

使

い

道
(
例
・
飲
料
用
水
・
雑
用

水
)
を
明
記
(
不
明
の
と
こ

ろ

は
不
明
と
記
入
)
し
、

〒
2
7
1
松

戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸
市

役
所
公
害
課
「
地
下
水
簡
易
測

定
」
へ

※
日
程
に
つ

い
て
は

、
返
信
用

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

閲
公

害
課
水
質
保
全
係

ふ
れ
あ
い
フ
ア
ン
ラ
ン
大
会
に
よ
る
交
通
規
制

期
日
9

月
1
9一
日
旧

区

域
2
1

世

紀
の

森
と

広

場

周
辺
(
左

図
)

固
題

松

戸

青

年
会

議

所
{
一一
6
5
-

0
2
3
4

番

ふれあいフ アンラン大会

(松戸 クロ スカントリ ー)

によ る交通 規制



健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
あ
な
た
の
健
康

成
人
病
か
ら
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
大

切
で
す
。

市
で
は
、
各
種
検
診
を
行
っ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。春

に
四
十
歳
以
上
の
人
を
中
心
に
個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
4
月
以

降
、
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
表
1
・
2
の
要
領
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

黷
健
康
管
理
課
業
務
係
昔
6
6
-
7
4
8
7
番

表2 各種健康診査一覧

健 康 診 査 方 法 実 施 時 期 実 施 場 所 対象年齢 検 査 項 目 費用

基本健康診査

集 団
表1 健康診査集団日程表で

実施 4C卜59歳
○身体計測 ○検尿 ○血圧測定 ○問診 ○血

液検査(貧血検査・肝機能検査・コレステロール

中性脂肪・尿酸・クレアチニン)

※医師が必要と認めた人には心電図検査・血糖検

査・眼底検査を実施します。

無 料

個 別 4 月~6 年3 月 受託医療機関 40歳以上

肺が ん検 診

(結核住民

健康診断)

集 団 表り 健康診査集団日程表で

実施
40~59歳

○問診

○胸部エックス線

検査(間接撮影) ※医師が必要と認めた人には

喀痰(かくたん)細胞診検査

を実施します。

無 料

ただし、喀痰

細胞診検査は

集団400 円

個別700 円
個 別 4 月~6 年3 月 受託医療機関 40歳以上

○問診

○胸部エックス線

検査(直接撮影)

大腸がん検診

集 団
表1 健康診査集団日程表で

実施
40~59歳

〇問診 ※問診の際に容器を受け取

○便潜血反応検査 り、後日提出となります。

集団3CX 〕円

個 別 4 月~6 年3 月 受託医療機関 ∠10歳以上 個別600 円

※現在高血圧・糖尿病等の成人病疾患で治療中の人は、基本健康診査を受ける際には主治医にご相談ください。

※表1 健康診査集団日程表で、35~39歳の女性の健康診査と胸部エックス線検査(対象15歳以上)を併せて実施していますo

保
健
衛
生

愛
の
献
血

翹一
健
康
管
理

課
業
務
係

酋
6
6
-

7
4
8
7

番

期 日 時 間 会 場 主 催

9/16困

午前10時

S

午後O 時30分

五香公会堂

健康 づくり

ブル ーフ

「楽 健」

17闌

午前9 時30分
S

11時30分

千後O 時30分
S

3 時30分

馬橋駅東口

松戸 北

ロ ータリ ー

クラブ

胃

が

ん

検

診
(
検

診

車
)

実
施
期
間
1
0
~
1
2月

対
象

市
内
在
住
の
四
十
歳
以
上
の
人

(
妊
娠
中
の
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
)

費
用
五
百
円
(

生
活

保
護
・
老
人
医
療
受
給
者
・
市

民
税
非
課
税
対
象
者
は
無
料
)

圃
5

月
に
四
十
歳
以
上
の
人
全

員
に
送
っ
た
「
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
に

同
封
の
、
胃
が
ん

検
診
申
込
書
(
ハ
ガ
キ
)
に
必
要

事
項
を
記
入
し

、
9
月
1
0日
窗

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
申
し
込
ん
で

あ
る
人

は
、
必
要

あ
り
ま
せ

ん
。
申

込
者
に
は
、
後
日
実
施
日
な

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査

・
B
C
G

予

防
接
種

対
象
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人
で
、
B
C
G
を
一
度

も
受
け
て
い
な
い
人

※
以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

会 場
中央保健
センター

ツ 反 9/800

判 定
BCG 9/10R

時 間

両日とも

午後1 時15
分~

2 時30分

岡
一
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
四

6
6
-
7
4
(
X
)
Q
J

番

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
5

年
5

月
生
ま
れ

の
幼
児

健
診
日
9

月
7
日
~

2
8日
の
各
火

曜
日

会
場
松
戸

保
健
所

※
該
当
者
で
健

康
審
査
票

が
届

か
な
い
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
左

記
要
領
で

記
入
し
て

お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

。

ハガキ記入要領黷
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
酋

6
1
-
(
‥
/
)
―
(乙
1
番

療

育

相
談

9
月
9
日

困
午
後
1

時
~
1

時
3
0分
受
け
付
け

会
場
松
戸

保
健
所

対
象
乳
児
の
股
間
節

脱
臼
検
診
未
受
診

者
や
、
整
形

外
科
学
領
域
の
診
療
・
相
談
等

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

(
乳
児
は
母
子
手
帳
を
持
参
)

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
・
1
6
1
F
2
1
2
1番
へ

難

病

相

談

9
月
3
0日
團
午
後
1
時
～
4

時

会
揚
東
葛
飾
合
同
庁
舎

内
容
神
経
系
難
病
者
の
在
宅
療

養
上
の

悩
み
や
問
題
を
、
医
師

を
ま
じ
え
て
話
し
合
う

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
予
防
課

四
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

定期的な健康チェックがあなたの健康を守ります

表1 健康診査集団日程表

期日 受付時間 会 場

9/10R
午前9時30分~11時

午後1時30分~3時

稔台市民センター

別館

1詛 健康増進センター

1伽
午後1時30分~3時

午後5時30分~7時
中央保健センター

1肺
午前9時30分~11時

午後1時30分~3時
小金市民センター

17刪

午後1時30分~3時

八ヶ崎市民センター

20(月) 馬 橋 支 所

期日 受 付 時 間 会 場

9/21(刈 午後1時30分~3時

小金原市民センター

22(水)
午前9時30分~11時

午後1時30分~3時

2糖

午後1時30分~3時

小金北市民センター

27(月)

新松戸市民センター

28(火)

午前9時30分~11時

午後q時30分~3時

2鯏 馬橋市民センター

※最寄り の会場に当日、直接おいでください。

※各会場の駐車場が狭いため、車での来場はご 遠慮く ださい。

※平成5年4月以降、医療機関・集団会場いずれかで、すでに受診した人は受診できません。

※受診の際、共通受診券をお持ちください。

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

(
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に
)

そ
の
2

幼
児
期
(
3
~
5

歳
)

や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
か
わ
い

い
こ
ろ
で

す
。
乳
歯
も
生
え

ぞ
ろ
い
ま
し
た
。

さ
て

こ
れ
か
ら
む
し

歯
と

の
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
一

に
食
事
、
二
に
お
や
つ

、
三

に
歯

ブ
ラ
シ
。

何
は
と
も
あ
れ
、
正
し
い

食
習
慣
が
一
番
大
切
で

す
。

食
事
の
内
容
に
気
を
配
り
、

健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
よ

う
に
、
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
の
子
供
の
口
腔

は

、
す

べ
て

親
の
管
理
い
か

ん
に
か
か
っ
て
い

る
の
で
す
。

よ
く
噛
(
か
)

ん
で
食

べ
る

こ
と
を
教
え
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
夜
寝
る
前
に
は
、

仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
ま

し

ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
を
嫌
が

る
時
期
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
ゲ
ー
ム
に
す
る
な

ど
工
夫
し
て
乗

り
切
っ
て

く

だ

さ
い
。

子
供
が
嫌
が
る
よ

う
に
な

る
と
、
歯
ブ
ラ
シ
を
や
め
て

し
ま
う
親
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
子
供
の
健
康
を
守

っ
て

あ
げ
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、

小

学
校
低
学
年
ま
で
は
し

っ

か
り
続
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

歯
ブ
ラ
シ
と
併
用
し
て

、

デ
ン

タ
ル
フ

ロ
ス
を
使
う
と
、

歯
と
歯
の
間
の
む
し
歯
予
防

に
効
果
的
で

す
。
大
げ
さ
に

考
え

ず
、
毎
日
の
習
慣
と
し

て

と
ら
え
る
と
良
い
で
し
ょ

ま
だ
む
し
歯
の

無
い
こ
の

こ
ろ
か
ら
、
定
期
的
(

三
ヵ

月
に
一
度
く
ら
い
)

に
歯
科

医
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び

予
防
処
置
を
受
け

る
よ
う
に

す
る
と
、
む
し
歯
か
ら
歯
を

守
る
こ
と
は
、
比
較
的
容
易

で

す
。

(
松
戸
歯

科
医
師
会
)

※中 性脂肪は、食 事による変動が大きいの

で、より 正確な判定を得るために右記事

項を心 掛け てくださいO

こ れは、医 療機関 ・集団会場どちら で受

けろ場合中も共涌です。

①午前中受ける場合…できる だけ 朝食をとらないで検査を受けてくだ

さい。

②午後受ける場合……できる だけ 朝食を軽く して、昼食はとらないで

検査を受けるようにしてく ださい。



講
座
・
講
演

韓

国

人

女

性

の

た

め

の

日

本

語

教

室

9
月
8
日
～
1
2
月
1
日
の
毎

週
水
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
‥
1
1
時
～
午
後
O
時
3
0分

会

場
勤
労
会
館

費
用
四
千
五
百

円憩
朴
酊
玉
(
パ
ク
・
ヘ
オ
ク
)
f
t

6
2
-
0
0
4
1
番

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

9
月
1
4日
工
1
1
(
月
1
6日
の
毎

週
火
曜
日

、
午
後
7
時
～
8

時

5
0分

会
場
婦
人
会
館

対
象

十
六
歳
～
三
十
五
歳
の
人
費

用
千
円

類
松
戸
青
年
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

協
会
・
望
月
戛
J
-
7
1
2
2

番H
・
R

松

戸

話

し

方

教

室

9
月
1
4日
天
1
1
1
月
2
日
の
毎

週
火
曜
日

①
午
前
1
0時
～
正
午

②
午
後
6

時
3
0分
~
9

時

会

場
①
市
民
劇
場
②
馬
橋
東
市
民

セ
ン
タ
ー

講
師
元
千
葉
大
学

教
授
・
金
光
達
太
郎
氏

費
用

八

千
円
.
(全
八
回
分
・
テ
キ
ス

ト
代

含
む
)

蠢
H

・
R
松
戸
・
田
村

｀
4
5
-

8
1
5
0

番

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ
ト

講

習

会

9
月
1
1
1
1
(

日
市
午
後
1
時
~
4

時

会
場
た
ば
こ

組
合
事
務
所

(
常
盤
平
一
-

二
二
)

定
員
二

十
人

内
容
た
ば
こ
の
空
き
箱

で
作
品
作
り

持
ち

物
は
さ
み

・
の
り

・
物
差
し

黯
た
ば
こ

組
合
婦
人

部
四
8
7
-

9
4
1
8

番

県

民

政

治

大

学

の
受

講

者

募

集1
0月
2
1日
困
・
2
2日
窗
・
2
5

日

側
・
2
7日
困
・
2
9日
面

、
午

後
1
時
か
ら

会
揚
J
R

千
葉

駅
ビ
ル
ー
ペ
リ
エ
ホ
ー
ル
内

容
選
挙
・
政
治
・
地
方
自
治
ほ
か

定
員
四
百
五
十
人

費
用
無
料

惠
9
月
3
0
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
あ
る
申
込
用
紙
に

住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
を
記

入
し
て

、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
一
-
一
県
庁
地
方
課
内

県
選
挙
管
理
委
員
会
(

四
0
4
3
-

2
2
3
-
2
1
4
2番
)
へ

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

9
月
2
1日
㈹
午
後
1
時
～
4

時

会
場
東
葛
飾
支
庁

内
容

ね
た
き
り
老
人
の
介
護
実
習
と

講
演
・
相
談
。
介
護
機
器
の
展

示圜
県
長
寿
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

一
1
0
4
3
-
2
4
4
-
7
1
4
1

番

ア

メ

リ

カ

ン

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

①
9

月
1
6
日

團

・
3
0日

閑

②

9
月
1
7
日

窗

、
1
0
月
1

日

廊
、

各
午

前
1
0
時
~

正

午

会

場

①

小

金

原

市

民

セ
ン

タ
ー

②

常
盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

二
千

五

百

円
(
材

料
費

込

み
)

蠢

編

物

文

化

協
会

・
安

達

四
4
3

1
6
8
9
8

番

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

9
月
1
9
日

面

午
前
1
0
時
~

午

後
1

時

会

場

新
松

戸

市

民
セ

ン

タ
ー

費

用
二

千

円

蠢
フ
ロ
ー
ラ
ル
ア
ー
ト
花
の
友

の

会

・
阿

部

四
4
7
-
8
9
3
9

番ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

9
月
1
2
日

㈲

・
2
5
日

出

午

後

1

時
3
0
分
~
3

時
3
0
分

会

場

青

少
年

会

館

樋

野

口
分

館

費

用

無
料

対

象

高

校
生

以

上

・

先

着
二

十

人
(

三

十
歳

未

満
の

人

優

先
)

持

ち

物
運

動

着
・

上

履
き

惠

電
話

で

青

少

年

会
館

本

館

四

4
4
-
8
5
5
6

番

へ

初

心
者
の
た

め
の
社
交
ダ

ン
ス
講
習
会

9
月
1
4日
~
1
0月
2
6日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
後
7
時
~
9
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
マ
ン
ボ
・
ル
ン
バ
な
ど

対
象
二
十
歳
上
二
十
五
歳
ま
で

の
男
女
・
各
二
十
人

費
用
千

円
(
パ
ー
テ
ィ
代
含
む
)

蠢
松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
・
高
橋
酋
6
3
1
3
8
2
4

番

福

祉

と

の

ふ

れ

あ

い
入

門

教

室9
月
2
6日
面
(
講
習
)
、
1
0月

1
日
窗
(
施
設
実
習
)
、
と
も
に

午
前
1
0時
~
午
後
4

時

会
場

市
川
市
市
民
会
館
(
J
R

本
八

幡
駅
・
京
成
八
幡
駅

徒
歩
十
分
)

定
員
先
着
三
十
人

主
催
千
葉

県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー

匣

電
話
で
市
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
四
3
4
1
1
1
1
1
内
線
2

7
8
3

番
へ

潜

在

看

護

婦

講

習

会

1
0月
1
日

窗
午
前
1
0時
~

午

後
3
時
3
0分

会
場
千
葉
県
看

謾
会
館
千
葉
市
)
対
象
看
護

婦
と
し
て
再
就
職
し
た
い

人

内
容
講
義
(
最
近
の
看
護
の
動

向
、施
設
の
現
状
)

費
用
無
料

1
0月
1
8日

側
~
2
2日
窗
ま
で

、

施
設
実
習
を
市
立
病
院
で
行

い
ま
す
。

蠢
千
葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
｀

0
4
3
j
2
4
7
-
6
3
7
1

番

秋 の 青年 講 座

市

民

劇

場

婦

人

会

館

1
6歳
~
3
5歳
の
人
・

先
着
2
0人

1
6歳
~
3
0
歳
の
人
・

先

着
2
0人

科 目 日 時 会場 内 容・講 師 対象 費 用

資格をとろう/

「レク指導者」

9/30~11/25の毎週

木曜日

午後6 時30分~

8 時30分

10/3K日)

午前9 時~午後4 時

(全10回)

市

民

劇

場

楽しくゲームなどを

しながら資格を取り

ませんか。修了者は

県レク指導者の資格

が取れます( 資格申

請費用は別途)。

指導: 千葉県レクリ

エーション協会

先1617

?
教材費

500円

手編みのベスト

9/28~12/7 の毎週

火曜日

午後6 時30分~

8 時30分

(11/23C祝)を除く

全10回)

婦

人

会

館

今、流行のベストを

好きなデザインから

選んで編んでみませ

んがo

講師: 小林恵美ハン

ドニット教室講師

小林恵美氏

先16
着歳
%
の
人

教材費

2,500円

電話で社会教育課青少年婦人係酋66-7462番へ

矢切公民館成人講座( 第二期)

科 目 日 時 講 師 内 容 費用

矢切文 学散歩

10/6~27の

毎週水曜日

午前9 時

~午後3 時

※6 日は午後2

時~4時

伊藤左干夫研究家

春木千枝子氏

伊藤左干夫の生家、墓、
一葉記念館、野菊の墓、

矢切の渡しなどを訪ねる
3,950円

郷 土 の 歴 史

9/30~12/2の

毎週木曜日

午後2 時

~4 時

松戸市文化財委員

松下 邦夫氏
ほか

下総国府の周辺

江戸時代の松戸、万満寺、

本土寺

縄文土器の世界

610円

星を見てみよう

9/10～2/18の

毎月第2 金曜日

午後7時

~8 時30分

天文教育普及研究

会

小林 昭彦氏

秋・冬の星座観測会

惑星の見つけ方

天体望遠鏡・双眼鏡の使

い方

無 料

カンタン手編み

講 座

10/7~12/2 の

毎週木曜日

午前10時

~正午

ヴォーグ指導員

浅沼 純子氏

手持ちの糸や、余り糸を

有効利用して製作します
3,000円

以内

手持ちカメラで

上手に写そう

10/5~11/9 の

火曜日(全5 回)

午後2 時

~4 時

日本写真家協会

小山貴和夫氏

カメラとフィルJ こつい

て・シヤッターを押すテ

クニック・カラー写真知

っておきたいこと

無 料

対象…市内在住・在勤者 定員…各30人

囲主復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・希望科目を明記し、 〒2ZI松戸市上矢切299

-1 矢切公民館(**68-1214番)へ

たのしい秋の青少年教室

会 場 教室名(定員) 実 施 日 時 費用(教材費) 講 師

稔台市

民セン

ター

かんたんにでき
る和菓子

(20人)

9/25・10/2・16・
23・30・11/6の
各土曜日(全6回)
午後2 時30分~4 時30分 2,500円

松戸消費者の会

青

少

年

会

館

ハンドベル＆
オカリナ
(20人)

9/25・10/2・9・
16・30・11/6の
各土曜日(全6回)
午後2 時30分~4 時30分

全日本音楽教育
連盟理事
田中 由美氏

やくにたつ版画
(20人)

9/25・10/2・16・
23・30・11/6 の
各土曜

日( 全6 回)

午後2 時30分~
4 時30分

1,000円
日本孔版画作家
連盟
遠山喜栄蔵氏

サンタくんの木
彫り

(30人)

10/30・11/6の
各土曜日(全2回)
午後2 時30分~

4 時30分

Z00円
彫刻家

内山 春雄氏

リズミックカン
フー

(30人)

9/26・10/3・17・
24・31の

各日曜日(全5 回)
午前9 時30分~

11時30分

無 料

リズミックカン
フー本部

指導主事
壬生 ゆう氏

すてきなパンフ
ラワー

(20人)
9/26・10/3・17・
24・31・11/フの

各日曜日(全6回)

午前10時~正午

2,000円
ミガホンアカデ
ミー

田中 元子氏

たのしくのろう
一輪車

(30人)
無 料

松戸市一輪車協
会
工藤 伍朗氏

馬橋市
民セン
ター

お父さんとうど
んうち

(20人)

10/17(日)

午前10時~
午後1 時

1,000円
前松戸市栄養改
善推進員
土屋 信子氏

対象…市内在住・在学で小学校3 年生以上の青少年
圉9 月1汨(火)必着で、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・学校名・学年・希望教室
名を記入して、〒2ZO松戸市新松戸南2-2 青少年会館(f14∠1-8556番)へ

楽しく学ぼう成人学校 第2 期募集

科 目 日 時 会 場 講 師 教材費 定 員

障 害 者 に 学 ぶ
10/5~12/21 の隔週火曜日

午前10時~午後q 時
わかば園 (社)わかば園交流講座

無 料

20人

同 和 問 題 入 門
9/29~12/8 の隔週水曜日

午前9 時~午後3 時
現地集会所 現地交流講座 25人

女 声 コ ー ラ ス 入 門
10/7~12/9 の毎週木曜日

午前10時~正午
勤労会館ほか

鈴木成夫氏

・松の実コーラ ス 1,700円 20人

ふれあいウォーキング ②
9/30~12/2 の隔週木曜日

終日

初回のみ教育委

員会6 階会議室
自 然を楽しむ会 実 費 30人

男 の 料 理
10/13~12/1 の毎週水曜日

午前10時~午後1 時
市民会館ほか

前栄養改善推進員・

土屋 信子氏 7,000円
20人

童 謡 作 詩 入 門
9/30~11/18 の木曜日

午後2 時~4 時
市民劇場

詩人 ・.日本童謡協会

常任 理事 こ わせたまみ氏
無 料

水 墨 画 入 門
10/6~2/16 の水曜日( 月二回)

午後1 時~3 時

馬橋

市民センター

日 本文人画府理事長

加藤弥寿子氏 3,000円15人

手 作 り 絵 本
10/5~12/14 の毎週火曜日

午前10時~11 時30分

常盤平

市民センター

絵本作家

牧島 敏乃氏
実 費

20人

から始めるスペイン語
10/6~3/30 の毎 週水曜日

午後6 時30分~8 時
市民劇場

富士通㈱

信夫 稔氏

教科書代

2,000円

着 物 着 付 け
9/29~12/15 の毎 週水曜日

午後6 時30分~8 時30分

稔台

市民センタ ー

着付研究家

及川 幸子氏 5,500円

多色刷版 画による年賀状
9/27~12/6 の毎週月曜日

千後6 時30分~8 時30分
勤労会館

日本孔版画作家連盟理事

遠山喜栄蔵氏 1,500円

みんなで考える世界史

インド

10/6~11/10 の毎 週水曜日

午後6 時30分~8 時

教育委員会

6 階会議室

聖徳高校教諭

福田 尚文氏
無 料

胃 袋 で 知 る 韓 国
10/2~2/5 の毎月第1 土曜日

午後4 時~8 時
市民会館

安 炳 鎬氏 5,000円 40人

体験講座 友禅染め(無線)
9/26~12/5 の隔週日曜日

午後2 時~4 時
常盤平第一小

友禅師

伊藤 杏園氏 3,000円 20人

語 り の 世 界
12/2~2/5 の毎月 第1 土曜日

午前10時~11時30分
新松戸北小 新松戸むかしむかし の会 実 費 20人

昼

問

部

夜

間

部

週

末

講

座

対象…市内在住・在勤の16歳以上の人

匣]9月13日(月泌 着で、往復ハガ キで希望科目 ・住所・氏名 ・年齢・電話番号・返信用あて名を記入し て、〒271 松戸市根本

356 松戸市教育委員会社会教育課(≫66-7462 番)へ

※定員を超えた科目は抽選になります。定員に満たない科目は9 月17日宙がら電話で受け付けます。

女性の講座「私」という存在

午
前
1
0時
～
正
午

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

日 時 内 容 講 師 会場

9/21W

2飭

10/5(火)

1謗

19図

2魴

11/2W

9(火)

似)

30(火)

12/7W

愀)

オリエンテーション

僕つくる人・私もつくる

人

フェミニストカウンセ

ラー

丹羽 雅代氏

私のやりたい仕事が私の

仕事

大工・ハンディーウー

マン主宰

荻原みどり氏

今、私は……

メディアに描かれる

「私」たち

性暴力とたたかう女た

ちのネットワーク'90

亀永能布子氏

私の嫌いなCM

嫌いなポスター

私にとっての部落差別へ

のこだわり

部落解放を考える婦人

の会

金子 さち氏

差別される私・差別する

私

私の隣のアジア女性

がながわ・女のスペー

ス みずら'

大下富佐江氏

私もひとりのフフジフフ女性

私は許さない/

夫からの暴力

フリーランスライター

ゆのまえ知子氏

まとめ

定員…先着30人( 保育は2 歳以上10 人まで) 費用…無料↓

匣電話またはハガキで〒271松戸市根本356松戸市教育委員会社会教育課

弑 言 午 千 千

‥…-



情

報

チ

ャ

ン

ネ

ル

※タイトルが色刷りのものは、
市の主催です。

人 口 と 世 帯(8 月1 日現在)

○人口463,172 人(+46)

○ 男235,753 人( 十句)

○ 女227,419 人(+27)

○世帯171,159 世帯(+95)

催

し

物

ち

ば

文

化

祭
u

見

学

バ

ス

ツ

ア

ー

9
月
1
9日
㈲
午
前
1
0時
図
書

館
本
館
出
発
、
午
後
5
時
帰
着

内
容
ち
ば
文
化
祭
メ
ー
ン
会
場

（
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル

・
国
際
展
示
場
)
の
見
学

定
員
先
着
三
十
二
人

費
用
無

料
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

圃
電

話
で
図
書
館
本
館
音
6
5
-

{に
D
1
1
'
に
D番
へ

と

も

し

び

読

書

会

9
月
1
6日
困
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
樋
口
一
葉
「
に

ご
り
え
」「
た

け
く
ら

べ
」

費
用
七
百
円
(
初

め
て

参
加
の
人
は
無
料
)

醴
徳
島
容
8
8
-
1
8
8
0
番

松

戸

史

談

会

「
船

橋

駅

周

辺

の

史

跡

め

ぐ

り

」

9
月
1
2日
㈲
午
前
1
0時
船
橋

駅
内
「
さ
ざ
ん
か
さ
っ
ち
ゃ
ん

像
」
前
集
合
〔
雨
天

の
場
合
は

1
9日
旦

、

内
容
徒
歩
約
四
・
五

㌔
約
四
時
間
三
十
分
の
行
程

費
用
資
料
代
三
百
円
(

弁
当
持

参
)

茴
神
尾
容
4
1
-
2
4
5
8
番

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

展

覧

会

9
月
1
8日
出
~
2
0
日
側
、
午

前
9
時
~

午
後
5
時
(

最
終
日

は

午
後
2

時
ま
で
)

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

内
容
墨

絵
・
俳
句
・
華
道
・
編
み

物

鬩
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

a
4
4
-
8
2
7
0
番

‘

観

劇

会

・

草

笛

光

子

一
人

芝

居
「

私

は

シ

ャ

ー

リ

ー
・

ヴ

ァ

レ

ン

タ

イ

ン

」

1
0月
譫

口
㈲
午
後
3

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
五
千
六

百
円

圀
松
戸
演
劇
観
賞
会
容
6
9
-
5

3
5
9

番

牟

後
2
時
～
7

時
)

動

く

物

価

教

室
(

バ

ス

で

生

産

流

通

施

設

見

学
)

1
0月
2
1日
困
午
前
9

時
2
0分

柏
市
役
所
前
集
合

見
学
先
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工

場
・
千
葉

県
消
費
者
セ
ン
タ

ー

対
象
十

八
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
・
四

十
五
人

費
用
無
料

圃
1
0月
5
日

㈹
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
動
く
物
価
教
室
参

加
」
と
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
実
施
日
を

明
記
の
う
え
、〒
2
6
0
-
9
1
千
葉
中

央
郵
便
局
私

書
箱
四
〇
号
県
庁

県
民
生
活
課
企
画
調
整
係
(

昔

0
4
3
上

…一
-
2
2
9
9

番
)
へ

ひ

ま

わ

り

号

の

参

加

者

・

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

1
0月
3
1日
㈲

行
き
先
成
田

山
新
勝
寺
・
成
田
公
園

定
員

障
害
者
百
二
十
人
・
同
伴
者
八

十
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
百
人

費
用
大
人
三
千
円
、
学
生
二
千

五
百
円
、
小

学
生
二
千

円

圃
9
月
2
5
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

障
害
者
か
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

の
区
別
を
明
記
の
う
え

、
〒
2
7
0

-
皿
流
山
市
下
花
輪
四
〇
九
東

葛
病
院
内
・
ひ

ま
わ
り
号
を
走

ら
せ
る
「
ち

ば
」
実
行
委
員
会

へ閲
向
山
登
0
4
7
1
-
5
8
-
8

7
1
0

番
(

午
前
1
0時
~
午

後

4
時
)

矢

切

公

民

館

名

画

劇

場
'

9
月
1
9日

㈲
午
後
1

時
3
0分

開
演

会
場
矢
切
公
民
館

内

容
「
フ

ッ
ク
」

費
用
無
料

定

員
百
七
十
人

茴
矢
切
公
民

館
昔
6
8
-
1
2
1

4
番

障
害
者
に

理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に

松

戸

シ

テ

ィ

フ

ィ

ル

ー
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

9

月
1
9一
日

閣

午

後
3

時
開

演

会
場
市
民
会
館
曲
目
グ
リ
ー

ク
=

ピ
ア

ノ

協

奏

曲

、

ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
=

「
運

命

」

費
用

千

円
(

前

売
り

八

百

円
)

固

池
上

登
4
8
1
8
3
9
0

番

い

ぶ

き

の

広

場

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

バ

ザ

ー

1
0月
3

日

㈲

午

前
い
1
1時
~

午

後
2

時

会

場

い

ぶ

き
の

広

場

(
五
香
六
実
二
四
六
ー
三
、
新

京

成

元

山
駅

か

ら

徒

歩

十
分
)

※

衣

類
(

新

品
に

近
い

も

の
)
、

日

用

雑

貨
、

贈

答

品
な

ど
の

提

供

を
お

願

い

し

ま

す
。

連

絡

く
だ

さ

れ

ば

伺
い

ま

す

。

固

い

ぶ

き
の

広
場

容
8
9
1
1
0

1
0

番

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
(
初
狩
か

ら
禾

生

へ

の

低

山

コ

ー

ス
)

9
月
1
8日

出
午
前
5

時
5
0分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集

合

、
午
後
7

時
ご
ろ
松
戸
駅
解

散
〔
雨
天

の
場
合
は
9

月
2
3日

出
に
順
延
〕

行
き
先
山
梨
県

大
月
市
、
展
望
の
高
川
山
(
歩
行

距
離
約
六
㌔
)
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
人

費
用
四
千
三

百
十
円
(

往
復
の
交
通
費
と
保

険
料
)

定
員
五
十
名

講
師

古
田
咲
子
氏
・
花
塢
み
つ
え
氏

汰
昼

食
・
飲
み

物
は
各
自
で

持

参
し
て

く
だ
さ
い
。

圃
9
月
1
0
日
廊
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
矢
切

公
民
館
(
容
6
8
-
1
2
1
4
番
)

へ

松
戸
西
子
ど
も
劇
場
地
域

公
演

日 時

9/22(;水)

午後4 時30分

開演

9/26(日)

午後4 時開貭

会 場 矢切公民館
相模台小学校

体育館

内 容
「ゆめ、みちゃり」風子とべ

(民族歌舞わらび座)

対
象
幼
児
か
ら
大
人

費
用

千
円
(
四
歳
以
上
）

鬩
松
戸
西
子

ど
も
劇
場
事
務
局

{
″
肌
-
1
6
0
6

番

子

ど

も

お

は

な

し

会

9
月
1
1
1
1

一
日
出

露

月
第
二
土

曜
日
}
、

正
午
~
午
後
1

時

会
場
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低
学

年
を
対
象
と
し
た
昔
話
や
童
話

な
ど
を
語
る
会

費
用
無
料

固
新
松
戸
む
か
し
む
か
し
の
会

・
橋
本
容
4
6
-
9
7
8
5
番

募
集
し
ま
す

国

際

家

族

年

記

念

児

童

福

祉

週

間

標

語

募

集

平
成
6
年
は
国
際
家
族
年
で

す
。
こ
れ
を
機
に
厚

生
省
で
は

標
語
を
募
集
し

ま
す
。

テ
ー
マ
児
童
福
祉
の
理
念
を

広
く
啓
発
す
る
も
の

応
募
資

格
・
作
品
点
数
制
限
な
し
(

ど

な
た
で

も
何
点
で

も
応
募
で
き

ま
す
)

珥一
1
0月
3
1日
収
〔
当
日

消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
官
製
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
て

、

〒
1
0
0
-
9
1

東
京
中
央
郵
便
局
留

置
「
児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集
」

係
へ

北
千

葉
広
域

水
道
企

業
団

職
員
募

集

県
お
よ
び
七
市
二
町
が
水
道

用
水
供
給
事
業
を
行
う
た
め
に

設
立
し
た
、
特
別
地
方
公
共
団

体
(
一
部
事
務
組
合
)
で
す
。

募
集
職
種
・
人
数
電
気
・
機

械
の
技
術
職
員
各
若
干
名

受

験
資
格
上
級
職
=
昭
和
4
0年
4

月
2
日
か
ら
4
7年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
、
初
級
職
=

昭
和
4
7年
4
月
2
日
か
ら
5
1年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
1
0月
3
日
面

受
付
期

限
9
月
2
4日
窗

茴
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
総

務
課
登
4
5
-
3
2
1
1番

千

葉

県

発

明

考

案

展

作

品

募

集応

募

期

限
1
0
月
2
9
日

応

募
資

格

県

内

在
住

の

個

人

ま
た

は

法

人

出

品
物

最

近

登

録
さ

れ

た

か

出

願

中
の

特

許

、

実
用

新
案

、

意
匠

に

関
す

る

現
品

ま

た

は

見

本

、
ひ

な

型
で

、

容

積

が
各
辺
一
・
五
㍍
以
内
、
重
量

七
〇
㌔
以
下
の
も
の
出
品
料

無
料

展

示
平

成
6

年
2

月
1
8

日

～
2
2
日

、
T
O
K
Y
O
-
B

A
Y

ら

ら

ぽ
1

と
で

蠢

㈲

発

明

協

会
千

葉

県

支

部
{一一

0
4
3
点

丿一
1
0
6
6
8

番

ダ

ン

ス

で

舞

台

に

立

つ

て

み

ま

せ

ん

か

9

月
1
2
日

倒

午
後
2

時
か

ら

会

場

稔

台

市
民

セ

ン

タ

ー

費

用

無

料

内

容

森
の

ホ

ー
ル
2
1

こ

け

ら

落
と

し

演

劇

公

演
の

出

演

者

の

オ

ー

デ
ィ

シ

ョ
ン
(

群

舞

の

シ

ー
ン

に

出

演
)

公

演

回
1
1
月
6

日

出

・
7

日

㈲

森
の

ホ

ー
ル
2
1
小

ホ

ー
ル

※

ダ

ン

ス

経

験
不

問

圃

電

話
で

松
戸

市

民

劇

団

・
石

上

登
8
9
-
1
9
7
7

番
へ

市

立

病

院

パ

ー

ト

職

員

募

集
職

種

薬

剤

師
若

干

名

勤

務

時
間

午

前
1
0
時
～

午

後
1

時

選
考

方

法
面

接
(

随

時
)

市

立

病

院

庶

務
課

人

事

係

容

6
3
1
n
/
?
上
7
1

番

見
に
行
こ
う
聴
い
て

み
よ
う

文
化
施
設
だ
よ
り

市民会館

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

悶
市
民
会
館
{一一
6
8
-
1
2
3
7～
9
番

1
0
/
2廁

3
0困

2
6日

2
3旧

1
9日

1
8出

1
7圀

1
5圈

9
/
1
2日

期

日

た
つ
み
流
お
さ
ら
い
会

扇
流
舞
踊
発
表
会

お
は
な
し
キ
ヤ
ラ
バ
ン
ま
つ
り

イ
マ
イ
シ
ス
タ
ー
ズ
ダ
ン
ス
「
ア
カ
デ
ミ
ー

(
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
発
表
会
)

三
笠
優
子
シ
ョ
ー

☆

カ
ワ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
津
田
真
理
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

☆

さ
と
う
宗
幸

野
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
P
A
R
T
m

☆

苔
山
会
尺
八
演
奏
会

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

☆

内

容

1

。
0

1

・
0

O

・
0

1

・
3

1
1一
0
0

6

・
0

1

・
3

3

・
0

1

・
3

7

・
0

1

・
3

8

・
0

1

・
3

8

・
0

1

・
3

(‥
/』
・
0

1

・
0

厂
り
)
・
0

1

・
0

開
演
時
間

市 民 劇 場

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
劇
場
昔
6
8
-
0
0
7
0番

5
㈲

1
0
/
2出

2
3面

1
9日

1
6困

1
5而

1
2日

9
/
5
日

期

日

講
演
会

松
戸
ま
つ
り

ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

民
謡
発
表
会

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

ピ
ア
ノ
発
表
会

踊
り
ゆ
か
た
会
(
日
本
舞
踊
二
三
輔
の
会
)

ナ
カ
ヤ
楽
器
ピ
ア
ノ

ー
ビ
ク
ト
ロ
ン
発
表
会

リ
ズ
ム
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
発
表
会

内

容

O

・
0

1

・
0

9
1
1
0
0

3

・
0

1

・
0

O

・
0

1

・
3

8

‘
0

1

・
3

8

・
0

1

・
0

0

・
0

1

・
3

0

・
0

1

・
0

1

。
0

1

・
0

開
演
時
間

文 化 ホ ー ルギャ ラ リ ー

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・
:午
前
1
0時
～
午
後
6
時

固
文
化
ホ
ー
ル
豊
6
7
-
7
8
1
0番

1
刪
～
3
臼

佃
/
2
出
・
3
臼

2
2困
Ｓ
2
6日

1
5砌
~
1
9日

1
5吩
~
1
9日

9
/
1
0削
~
1
2日

期

間

夢
染
塾
作
品
展

小
中
学
生
観
光
絵
画
展

ブ
ル
ー
フ
K
展

墨
之
美
院

墨
彩
画
展

金
曜
デ
ッ
サ
ン
会

松
戸
市
小
中
学
校
理
科
作
品
展

内

容



初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
0
月
2
日
～
1
1
月
2
7
日
の
毎

週

土

曜
日

、

午

前
8

時
～
9

時

4
5分

会

場

中

央
公

園
庭

球

場

対

象

市
内

在

住

、

在

勤
の

人

・

七

十
人
(

申
し

込
み

多
数

の

場

合
は

抽
選
)

費
用

七

千

円
(
保

険

料

含
む
)

圃
9

月
1
5
日

竕

ま
で

に

、

往

復

(

ガ

キ
に

住

所

・

氏

名
・

電

話

哲

づ
を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

北

郵

便

局
私

書

箱

十
二

号

松

戸

市

テ
ニ

ス

協
会
・
平

木

皓
弌
(
0

4
8
-
6
7
8
4

番
)

ヘ

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

教

室

9

月
~
1
9一
月

の

毎

週
木

曜
日

、

午

前
1
0
時
~

正

午

会
場

栗

ヶ

沢

公

園

庭
球

場

定

員
二

十

人

対

象

市

内

在
住

・

在

勤
の

人

費

用

六
千

円

圃
9

月
9

日

困

直

接

会

場
で

閲

松

戸
市

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

連

盟

・
木

瀬

登
4
2
-
0
8
0
3

番

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

は

一
年

中

泳

げ

ま

す利
用
時
間
一
回
目
=
午
前
9

時
工
1
1
1
1

一
時
、
二
回
目
=
正
午
～

午
後
2
時
、
三
回
目
=

午
後
3

時
～
5

時

使
用
料
二
時
間
一

般
四
百
円
、
中
学
生
以

下
百
円

休
館
日

月
曜
日
(

月
曜
日
が
祝

日
、
振
替
休
日
の

場
合
は
火
曜

日
)

※
利
用
の
際
は
、
水
泳
帽
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

茴
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー
内
温

水

プ
ー
ル
(

高
柳
新
田
三
七
)

音

8
5
-
7
1
0
0
番

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

教
室

9
月
1
9日
㈲
午
前
9
時
～
午

後
1
時

会
場
新
松
戸
中
央
公

園

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

醴
体
育
指
導
委
員
・
木
下
昔
4
5

-
3
4
2
9
番

なぎなた教室
日 時 会場 対 象 費用 申し込み

①

9/13~11/29 の

毎週月曜日

午後5 時~7 時

常盤平

体育館

小学校3 年生

以上の人
1〔}00円

(保険

料含む)

当日会場で、または

松戸市なぎなた連盟

(① は佐 藤 豐88-

8376番、②は野口昔

45-0410 番) へ②

9/10~11/12 の

毎週金曜日
(全10回)

午前10時~正午

運動公園

剣道場
市内在住の人

小
学
生
健
康
体
操
教
室
三
歳
児
親
子
体
操
教
室

9
月
2
4
日
～
1
1
月
2
6
日
の
毎

週

金

曜
日

、

①
午

後
4

時
～
5

時
3
0
分

②

午

後
5

時
3
0
分
~
7

時

会

場

運

動
公

園

体

育

館
小

体

育

室

対

象

①
小

学

校

一
~

三

年

生

・
六

十
人

②
小

学

校
四

～
六
年
生
、
四
十
人
費
用
無

料圃
9

月
8

日

困

午

前
1
0
時

か
ら

運

動

公

園

武

道
館

会

議

室
で

抽

選
(

時

間

厳

守
)

閲

ス

ポ

ー
ツ

課

容
6
3
-
9
2
4

1

番

9

月
1
8
日

Λ

‥一
月
2
7
日

の

毎

週

土

曜
日
(
H

月
1
3
日
を

除

く
)
、

午

前
1
0
時
～

正

午

会

場
松

戸

運

勣

公

園
小

体

育

室

対
象

市

内

在

住

の
三

歳
児
(

平

成
元

年

1
0月
1

日
~
2

年
4

月
1

日

生

ま

れ
)

と
そ

の

親

定

員
三

十

組

費

用

無
料

匣
9

月
6

日

㈲

午

前
1
0
時
か

ら

運

動

公

園

武
道

館

会

議

室
で

抽

選
(

時

間

厳
守
)

閲

ス

ポ

ー
ツ

課

昔
6
3
-
9
2
4

1

番

ス
ポ
ー
ツ

気

功

講

習

会
(
香

功

ほ

か
)

9
月
1
8日
~
1
0
月
9
日
の
毎

週
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
4

時

会
場

運
動
公
園
柔
道
場
ほ
か

定
員

三
十
人

費
用
三
千
八
百

円圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別

を
記
入
し
て

、
〒

2
7
0
松
戸
市
牧
の
原
四
三
五
-

一

―
一

―
九
-
八
〇
六
常
盤
平
気

功
会
・
鈴
木
(

登
8
4
-
4
5
5

9
番
・
午
後
2

時
~
4

時
の
み
)

へ秋

季

市

民

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会9
月
2
6日

、
1
0月
3
日
・
1
7

日
・
2
4日
・
3
1日
の

各
日
曜
日
、

午
前
9

時
か
ら

会
場
古
ヶ
崎

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場

対
象
市

内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成
さ
れ

た
チ

ー
ム

費
用
一
般
男
子
=

一
チ

ー
ム
ハ

千
円

、
女
子
=
一

チ

ー
ム
五
千
円

圉
9

月
1
8日
出

午
後
6
時
3
0分

か
ら
、
運
動
公
園

武
道
館
会
議

室
で
行
わ
れ
る
代
表
者
会
議
で

閲
松
戸
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

協
会

・

永
野
{一一
6
4
1
8
4
4
1
番

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

9
月
1
2日
㈲
午
前
9
時
~
正

午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー
ツ
広

場

費
用
保
険
料
一
人
百
円

胴
当
日
、
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
野
中
登
8
7

-
4
4
3
8
番

ソフトテニス大会

栗
ヶ
沢
公
一

庭
球
場

＼ 大会名 日 時 会場 対 象 費用 申 し 込 み

① 壮年大会 9/15W

午前8 時30分

受け付け

9時開始

栗
ヶ

沢
公
園
庭
球
場

市内在住・在勤・ク

ラブ加入の45歳以上

の人(1人の参加可)

1人

2,000円

9/9 困までに、ハガキに①前

衛、後衛の区分、年齢②職場名、

出場者名を記入し、〒270松戸市

小 金原6-9-1-402 ソフト

テニス連盟・小倉和江( 昔45-

0899番) へ
② 職域対抗

市内職域クラブ

(1 団体3 チーム)

1 団 体

6,〔}O(〕円

松
戸
山
の
会
バ
ス
ハ
イ
キ

ン

グ1
0月
2

日

出

午

後
9

時
3
0
分

伊

勢
丹

松

戸

店

前

集
合

、
3

日

旧

帰

着

行

き
先

蔵
王
(

歩

程

六

時
間
)

対

象
小

学

校
四

年

生
～
六
十
五
歳
・
先
着
九
十
人

費
用

一
万

三

千
円
(

保

険

料

含

む
)

兩
9
月
1
2
日
収
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住

所

・

氏

名

・
年

齢

・

電

話

番
号

を

記

入
し

、
〒
一
……
松

戸

市
日

暮
ニ

ー

五
i

一
一

上

二
〇

三

、

関
根

和

恵
(

昔
8
4
j
5
3

8
3

番

・

午

後
9

時
无

…
J時
の

み
)

へ

水

泳

教

室

1
0
月
5
日
～
1
1
月
5
日
の
毎

週

火

・
金

曜

日

、・
午
後
3

時
~

5

時

会

場

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー
内

プ

ー
ル

定
員
四

十

人
(
応

募

多

数
の

場

合
は

抽
選
)

費

用

無
料

毘
9

月
2
0
日

囲

必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

水

泳

教
室

と

明

記
し

て

、

〒
川
一

松

戸
市

上

本

郷
四

四

三

四

運

動

公

園
内

ス

ポ

ー
ツ

課
(

容
6
3
-

9
2
4
1

番
)

へ

マ

ウ

ン

テ

ン

バ

イ

ク

教

室

9
月
1
9日
面

〔
雨
天
時
は
2
6

日
㈲
〕
午
前
1
0時
か
ら

会
場

江
戸
川
河
川
敷
(
古
ヶ
崎
中
学

校
側
サ
ッ
カ
ー
場
)

対
象
中

学
生
以
上
の
人

定
員
先
着
三

十
人

費
用
無
料

兩
9

月
7
日

㈹
か
ら
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
課
(
公

6
3
-
9
2
4
1
番
・
運
動
公

園

内
)

へ

家庭婦人ソフトボール大会
大会名 日 時 会場 対象 費用 申し込み

秋季大会

11/7(1日)

午前9 時から

予備日11/1 市日)
聖徳大学

付属高等

学校グラ

ウンド

市内在住の

女性

1 チーム

5,000円

9/18C 土)午後

2時がら 運動

公園会議室で

行われる代表

者会議で

酋藤沢B91-

5236番

TEPCO 大会

10/24C日)

午前8 時から

予備日10/31(日)

市内在住の

高校生以上

の女性

無料

救急医療体

制
健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………Q66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……fi65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

戸 定 歴 史 館

期 間 内 容

9/23 吩まで
小中学生のための歴史展示

一徳川昭武とその時代-

※展示解説9/4・11・18の各土曜日、午後1時30分から。

入館時間…午前9 時30分~午後4 時30分( 月曜日は休館)

入館料.‘‥大人60円・高大学生40円・小中学生20円

茴戸定歴史館O62-2050 番

松戸駅市民ギャラリー

期間 9/17 廁まで 9/18( ±)~10/1 廓 10/2( 土)~15廓

東
日 本画サーク ル

「ふきのとう」作品展
第1 回敬玄書道展 白 塚郷子展

西 あすなろ 絵画展

第3 ロアト リエ デ

シ モー ネ ステ ンド

グ ラス展覧 会

露松院

蚣書道展

蠢社会教育 課成人 教育係066-7462 番

おはなしキャラバン

費
用
…
無
料

※
8
日
は
午
後
3
時
と
4
時
か
ら
の
二
回
公
演

※
2
6日
は
、
午
前
1
1時
～
午
後
3
時
3
0分

で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

き
6
3
-
9
9
9
9番

閲
市
立
図
書
館
昔
6
5
1
5
1
1
5番

2
6日

1
7圀

1
6困

1
0廓

9
困

9
/
8
團

期

日

市
民
会
館

矢
切
公
民
館

八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

二
十
世
紀
か
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

図
書
館
本
館 会

場

心太9E3
対
象

時4一時3後午
時
間

お
は
な
し
キ
ヤ
ラ
バ

ン
ま
つ
り

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

内

容

3歳~9 歳くらい

午後3 時~4 時

博 物 館
※
月
曜
日
・
第
4
金
曜
日
は
休
館
。
9
/
2
0目
~
3
0困
は
全
館
燻
蒸
に
つ
き
休
館
。

入
館
時
間
・
:午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0分

観
覧
料
:
二

般
3
0
0
円
・
高
大
学
生
1
5
0
円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

問
博
物
館
む
8
4
-
8
1
8
1番

9
/
1
2日
午
後
1
時
3
0分
か

ら 9
/
8
伽
が
ら
の
毎
週
水
曜

日
午
前
1
0時
・
午
後
2
時

9
/
1
9日
ま
で

午
後
1
時
・
3
時
が
ら
2
0分

間
(
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
)

期

間

講
演
会
「
関
東
の
『
藤
ノ
木
古
墳
」
L

定
員
先
着
八
十
人

講
師
市
立
博
物
館
学
芸
員

体
験
「
布
を
織
る
」
(
午
前
・
午
後
各
三
人
)

※
参
加
者
は
四
十
㌢
四
方
の
木
綿
布
を
持
参

惠
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望

日
時
を
記
入
し
て
〒
2
7
0
松
戸
市
子
駄
堀
六
七
一
松
戸

市
立
博
物
館
へ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像

「
古
代
の
輝
き
ー
藤
ノ
木
古
墳
」
(
観
覧
無
料
)

※
1
0
/
1
閨
か
ら
は
「
大
英
博
物
館
―
中
央
「
ア
ジ
ア

の
美
」
(
六
十
分
間
)
を
上
映
予
定

内

容

私

の

健

康

法

ホフフ・アロハ・フラ・サークル

で、仲間と踊る竹内さん

松
戸

竹
内
克
子
さ
ん

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ダ
ン
ス
は

曲

も
明

る
い
し

、

動

き
も
軽

や

か
、

踊
る

と
き

は
笑

顔
で

す

か
ら

、
本
当

に

リ
フ
レ

ッ

シ
ュ

で

き
る

ん
で

す
よ

。

気
持

ち
良

く

踊

れ
て

、

私

の

健
康
の

源
で

す

。

私
よ

り
年

配
の

方

も
い

ら

つ

し

や
る
の
で

す
が

、
皆

さ

ん
楽
し

く
続
け
て

い

ま

す
。

ハワイアン・

ダ ンス



友好の輪を広げよう

3 力国中学生親善バスケットボール大会

松
戸
市
民
憲
章

(
条

文
)

1.私たちは、自然をいつくしみ、豊かな心を育てます。

1. 私たちは、共に助けあい、

健康で明るい社会を築きます。

1. 私たちは、伝統を守り、新しい文化 をはぐくみます。

1. 私たちは、 郷土を愛し、

希望と活力にあふれるまちをつくります。

1. 私たちは、平和を尊び、

広い視野を もつ国際人をめざします。

平成5 年4 月1 日

ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
/

歓迎会ではもうみんな友 だちです

松戸市、中国・ハルビン市、韓国・テグ市の中学

生による親善バスケットボール大会が、8 月21日・

22日に運動公園体育館で行われました。

この交流は、本市ガスポーツを通じて友好の輪を

広げようと呼びかけ、平成元年にテグ市のサッカー

チームガ松戸を訪れてスタートしました。

バスケットボールの今年は、ハルビン市から男女

16人、テグ市からは男子9 人が参加し、松戸市選抜

チームと対戦。熱戦を繰り広げました。

選手たちの全力のプレーに、会場からは多くの拍

手が送られていました。

また選手たちは市内の家庭にホームステイし、交

流を広げました。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

―中

男
子
バ
レ
ー
部
全
国
大
会
に
出
場

全国大会でもがんばりました

一中の男子バレーボール部チームが、関東大会

でベスト8 入りを果たし、全国大会へ出場しまし

た。市内の中学校のバレーボール部が、全国大会

に出場したのは初めてのことです。

8月19日から滋賀県守山市で行われた全国大会

では、予選を突破して決勝ト ーナメント に進出。

惜しくも1 回戦で敗退しましたが、強豪を相手に

健闘しました。

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げま す。

問広報課

孫娜さん( ハルビン市) 白 寅 華くん(テグ市) 柳 田久美 子さん(古ヶ崎中)

松戸 の人 はと ても 友 好的

で、熱烈な 歓迎をし てく れま

した。

中国に帰ったら 、私の目に

映った松戸 の姿を、多く の人

に伝えたいと思います。

試合はもちろん、ホームス

ティ を 通し て体 験し たこと

を、今後に生かし たいと思い

ます。

今度は松戸のチームガテブ

市に試合に来てく ださい。

すばらしい大会に参加で

きて、いい思い出になりまし

た。

言葉は分からなくても、心

が通じれば友だちになれるん

ですね。

子
供
た
ち
に
夢
を

文化ホール特別展「南極の素顔」を監修した

川口貞男さん

日
本
の
約
三
十
七
倍
の
面
積

を
持
つ

南
極
大
陸
は
、
地
球
全

体
の
謎
を
解
明
す
る
上
で

重
要

な

役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

大
気
観
測
の
研
究
者
の
川
口

貞
男
さ
ん
は

、
一
九
五
七
年
に

第
二
次
南
極
観
測
隊
の
一
員
と

し
て
、
南
極
に
向
か
っ
た
。

と
こ

ろ
が
、
氷
に
阻
ま
れ
昭

和
基
地
に

着
く
こ

と
は
で
き

ず
、

涙
を
の
ん
だ

。

翌
年
、
第
三
次
南
極
観
測

隊

に
再
び
参
加

。
念
願
の
南
極
大

陸
の
地
を
踏
ん
だ
。

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
流
氷
を
見

て
育
っ
た
私
も
、
南
極
大
陸
の

基
地
で
食
事
を
作
る
川
口
さ
ん

(
第
八
次
南
極
観
測
)

雄
大
さ

に

言
葉

が
出

な
か

っ

た
」
と
当
時
の
感
動
を
振
り
返

る
。南

極
で
の
観
測
は

、
多
く
の

苦
労
を
強
い
ら
れ
た
。

「
ブ
リ

ザ
ー
ド
に
な
る
と
、

自
分
の

手
も
見
え
な
い

、
そ
ん

な
中
を
外
に
あ
る
百
葉
箱
へ
、

温
度
計
を
見
に
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
」

時
に
は
、「
た
っ
た
一
地
点
の

観
測
で

一
体
何
か
分
か

る
の
だ

ろ
う
」
と
不
安
を
感
じ
た
と
も

語
る

。

そ
ん
な
厳
し
い
基
地
で
の
生

活
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
の

が
、

大
空
に
出
現
す
る
神
秘
的
で
壮

大
な
大
自
然
の
シ
ョ
ー
「
オ

ー

ロ
ラ
」
や
仲
間
た
ち
の

存
在
だ

っ
た
。

「
研

究
者
だ
け
だ
っ
た
ら
、

け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
た
で
し

ょ
う
ね
。
け
れ
ど
も
越
冬
す
る

隊
員
の

半
分
は
、
南
極
で
生
き

て
い
く
た
め
の
い

わ
ゆ
る
設
営

隊
員
な
ん
で

す
。
医
者
も
い

れ

ば
コ
ッ
ク
も
い
た
し
…
。
料
理

な
ん
か
も
よ
く
教
え
て
も
ら
い

ま
し

た
」

長

年

続
け

ら

れ

た

観
測

は

、

大

き

な

実
を

結

ぶ
こ

と

に

な

る

。

一
九

八

二

年

、
第

二

十

三
次

南

極
観

測

隊

が

越
冬

し
て

い

る

と

き

だ

っ

た

。

「
気

象

観
測

の

隊

員

が

、

オ

ゾ
ン

の

量

が

減
っ

て

い

る
の

に

気
付

い

た

ん
で

す

。

装

置
の

故

障
か

と

思

い

ま
し

た

が

、

間
違

い

で

は

な

か

っ
た

。

最

初
に

オ

ゾ
ン

ホ

ー
ル

を

発
見

し

た
の

は

日

本

な

ん
で

す
」

今

年
の
3

月

、
長

年

勤

め
て

き

た

国
立

極

地
研

究
所

を

退

職

。

そ
の

経

験

を

生
か

し

て

、

文

化

ホ

ー
ル

で

開

催

中
の

特

別

展

「
南

極

の

素

顔
」
を

監

修
し

た

。

「
未

来
を

担

う

子

供
た

ち

が

、

南

極
に

夢

を

馳
せ

る
よ

う

な

南

極

展
に

し

た

い

、

そ
の

た

め

に

は

南

極
と

は

ど

ん

な
所

か

は

も

ち

ろ
ん

、
ど
ん

な

研

究
を

し

て

、

何

か

分
か

っ

た

の
か

を

分

か

り

や

す

く

解
説

し

た
い

」

と

開

催

前

、

抱
負

を

語

っ

た
目

が

印

象

的

だ

っ
た

。

川

口
さ

ん

の

「

南
極

人

生

」

は

、
ま

だ

ま

だ

続
く

よ

う

だ

。

（
小
金
原
在
住
)
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